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　abstract : 14 samples of the bottom sediments and three beach ones with one dune sand
are collected from the very shallow part at the north of Tsuyazaki Town, about 20 km
northeast of Fukuoka City, and they are mechanically analyzed.
　All 0f them are ｗｅＨ･sorted medium　sand with only one exception of fine sand from
dune.
　There occupied is fine sand off the surveyed sea-area (Mitsusio, 1965b). This means that
the zonal change from medium to fine sands is found off Tsuyazaki.
Ｉ は　じ　め　に
　海岸線から水深約20m以浅までの非常に浅い海底における海底堆積物（底質）の分布状態を明ら
かにするために，玄界灘に面した海域か選ばれた．その１として福岡市と北九州市のほぽ中間に位
置する津屋崎町北方(Fig. 1)の勝浦沖の底質についてここでは報告する．その２として福岡市
西方糸島半島の野北沖の底質について述べる予定である．
　筆者はかって津屋崎沖の広い海域を約２ｋｍ間隔で調査した（満塩，1965b）が，この研究で
は調査密度（単位面積あたりの調査点Stationの数）をさらに密にすることによって底質分布がど
のようにごとなってくるかを検討するためのものでもある．すなわち，調査精度を細かく，密にし
たばあいの底質分布を明らかにし，底質分布のタイプが浅所から深い方にどのように変化するかを
解明するものである．
　調査海域はFig. 1 ・ Fig. 2に示されるように津屋崎町の楯ノ岬と玄海町の草崎鼻との間の長
汀砂浜の沖合であり，より正確には勝浦と塩浜川（奴山川）との間の，ほぼ400 m X 500 mの範囲
である．また，底質と比較のために海岸砂および後背地の砂丘からも試料を採取した．
　この報告をなすにあたり，福岡県水産試験場の斉藤彰男課長（当時），および，野中進氏・力武
秀夫氏にご協力いただいた．また，石油資源開発の安田善雄氏，および，高知大学理学部の柴田隆
治氏にもご協力いただいた．これらの方がたに厚く感謝の意を表する．
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Fig. １　位　置∧図．
ｎ。調査域概要
　Ａ．後背地の地形・地質
　津屋崎付近全般の後背地の地形・地質については既に述べている（満塩, 1965b)ので，ここで
は当調査海域の後背地の地形と地質の概要についてかんたんに述べる．
　玄界灘に面した福岡県中部の海岸線はいくつかの長汀の砂浜と，これらを隔てていくつかの半島
・岬が交互にくりかえしている．ここでは津屋崎の半島状に孤立した部分，あるいは陸けい島状に
つ力がっている部分，および，玄海町の草崎鼻との間の長汀砂浜である．この東南方には津屋崎川
が北西より薗西方に流れており，津屋崎で河口となり，玄界灘に注いでいる．この川の上流東方の
塩浜では小さな塩浜川が当調査海域の南方で海に注いでいる(Fig. 2).津屋崎川にそう北西方の
海岸は砂丘および砂浜か連なり，その南西方は典型的な沖積の背後湿地を形成している．
　この付近の地質は，白亜紀の関門層群が東方に広く分布し，津屋崎鼻付近は第三紀の津屋崎層群
とこれを不整合におおう集塊岩・玄武岩からなっている（岡田j･小畠, 1964).集塊岩・玄武岩は
塩浜川南西方の81.4mと60mの陸けい部の小丘を形成している．そして第四系は前述のように津屋
崎川にそう後背湿地の沖積層と砂丘，および，砂浜か「らな.つている，
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Fig. 2　調査点および水深図．〔イタリック体の数字は水深（ｍ），Ｂは海岸，Ｄは砂丘〕
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　Ｂ．海底地形・海況
　玄界灘全般の海底地形については既に述べており（満塩, 1965a),また，津屋崎沖の海底地形
　(Fig.3参照）についても概説した（満塩, 1965 b).　それゆえ，ここでは当調査海域付近の海底
地形についてかんたんに述べる.
　Figバ3（次頁）から明らかなように，楯ノ岬と草崎鼻に囲まれた所の海域では, 20m等深線は
ほぽ北東一南西方向に直線状になっているが, 10m等深線は海岸線に沿って湾入し, bight状にな
っている．
　調査海域では, Fig. 2のようにＯｍ～６ｍの等深線はそれぞれ海岸線にほぼ平行に走っている．
ここのＯｍ線は実際には約１ｍの水深であり，各観測点(Station,以下には略号St.)もそれぞれ
約１ｍずつ等深線図よりも実際には深くなっている．各等深線の間隔はＯｍ～２ｍ間はやや狭い
が，２ｍ以深はほぽ等しい間隔で深くなっている．
　津屋崎付近の海況については既に述べている（満塩, 1965 b)ので，ここでは当調査海域付近に
ついてかんたんにふれる(Fig. 5).　恒流については楯ノ岬沖合で0.2ノットあり，南西より北東
に流れている．潮流の最も速くなる大潮期における平均潮流としては，博多港の高潮時は0.3ノッ
トで北北東から西南西･に向い，同港の高潮後２時間からヽ低潮前の２時間では0.4～0.5ノットで南
からほぽ北流する．次に博多港の低潮時には0.3ノットで西南西より.東北東に向い，同港の低潮後
２時間および高潮前２時間では0.4ノットおよび0.5ノットで潮流はほぽ南下する．すなわち，当
海域では24時間をつうじて, 0.3～0.5yットの速さで西南西一北一北北東一西南西一南一南南西の
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Fig. 3　津屋崎沖の海底地形図（満塩, 1965b).
　　S；福岡市新宮町, Ko;古賀町，Ｆ；福間町，Ｔ；津屋崎町，Ｇ；玄海町，Ｋ；
　　鎧ヶ崎, Si；志賀島，Ａ；相ノ島, Oshima ；大島, Tz ;鼓島, Kt;勝島, Jn ；
　　地ノ島，几；磯崎fl, Tu＼津屋崎卵（曽根卵），･Ｔバ楯崎,　Ｔａ･;楯ノ岬, Ku ；
　　草崎鼻，尺n
>
mン岬，番号およびSt.Cは試料採集点，×印は暗礁または瀬．
S∂
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方向に流れる．それゆえ当調査海域ではShepard (1948)の海岸地形分類によるCoasts prograded
by wave and current deposits の砂浜が南西の津屋崎から北東方の勝浦より玄海町方面へ成長し
ていくものと考えられる．
Fig. ４ 玄界灘における恒流図（満塩, 1965b).
　　　　　　　数字はノット数
Ⅲ．海底堆積物
　Ａ．方　　　法
　底質の採取はＳＫ式採泥器により行われ，その間隔は南北ほぽ200m ・東西ほぼ400mであり，14
地点（St｡）の試料が得られた(Fig. 2).また，比較のために砂浜の試料３個および砂丘の試料１
個も得られた(Fig. 2 ).
　これらの試料は乾燥後約100 gを秤取し，タイラーの標準筒によって粒度分析された．
　粒度分析め結果は半対数確率紙上に積算曲線をひき, Inman (1956)の方法により，中央粒径値
Mdφ・平均粒径値Ｍφ・分級値師・歪度αφが次式により算出された．
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一一-
M(1φ＝50
Mφ＝(φ84十φ16)/2
り＝(φ84－φ16)/2
αφ＝(Ｍφ－Mdφ)/呻
　Ｂ．底　　　質
　以上の方法で得られた結果はTable 1 に示されている．これから明らかなように当海域の底
質はすべて中粒砂であり，また海岸砂もすべて中粒砂である．砂丘砂は細粒砂となっている．
　これらの数値の最大値・最小値・平均値はTable 2 に示されている．
Tabχｅ χ. Ｐａｒticle ｓiｚ£ diｓtｒibｕｔｉｏｎ ｅｆ the botｔｏ･ｍ　ｓｅｄｉｍｅｎtｓ ａｎｄ ｂｅａｃｈ. ｓａｎｄ
No. Depth
　(m)
Gravel
　(％)
Sand
(％)
Mud
(％)
Mdφ Ｍφ 師 αφ . Name
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
2,0
4.3
6.0
2,1
3.9
6.0
2.1
3.9
6.0
0
0
0
0
0
1.1
1.4
0.4
0.1
0.7
0.6
0.1
0,6
0.4
6,2
1.1
0.5
0.1
1.7
98.9
98.6
99.6
99.9
99.3
99.4
99.9
9,9.4
99.6
93.8
98.9
99.5
99.87
98.3
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
0.03
０
1.73
1.94
1.77
1.73
1.88
1.79
1.72
1.81
1.64
1.60
1.66
1.76
1.68
1.70
1.74
1.9-2
1,7･8･
1.75
1.86
1.82
1.73
1.83
1.65
1.55
1.66'
1.76
1.70
1.67
0.42
0.47
0.45
0.38
0.44
0.43
0.35
0.43
0.32
O.Sl
0.41
0.43
･0.41
0.49
　0.01
－0.05
　0.02
　0.04
－0.05
－0.06
　0.03
　0.04
　0.02
－0.11
-0.01
-0.01
　0.37
－0.07
medium sand
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Ｂ－２
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０
０
０
０
０
３．２
　100
　100
96.8
０
０
０
1.98
2.00
1.98
1.99
2.05
1.98
0.37
0.33
0.37
0.03
0.15
0
Z/
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Table 2， に)ａｔａ ｏｆ £ｈｅ ｂｏttｏ。1　ｓｅｄｉｍｅｎtｓ
Depth
　(m)
　Ｇ
(％)
　Ｓ
(％)
Ｍ
(％)
Ｉ　Ｍｄφ Ｍφ 峠 αφ
max.
min.
ａｖｇ･
6.0
0
2.6
6.2
0.1
1.07
99.9
93.8
98.9
0
0.03
0
1.94
1.60
1.74
　1.92
’1.､55
　1.74
0.51
0.32
0.42
　0.37
-0.11
　0.01
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　Fig. 5は当海域の底質分布図であるか，前述のようにすべて中粒砂であり，海岸砂も同様である．
しかし，津屋崎沖の広範囲にわたる底質分布図（満塩, 1965 b ）はFig. 6に示されている.ように，
当海域沖では細粒砂になっている．このばあいの試料採取地点は海岸線より約２ｋｍ沖合であり，
約２ｋｍ平方の間隔で採取されている．すなわち，測点の密度をあげたばあいには底質分布図が
当然異なってくる．すなわちここでは，海岸線から沖合に向って，中粒砂一細粒砂というように細
粒化がみられる．また, Fig. 6のように津屋崎南方で.は粗粒砂→細粒砂と細粒化していて，そこ
では花鶴川のかなり大きな川が流入して，含篠量が30％から沖合に５％と減少している（満塩，
1956 b）･
　海岸砂では底質と同様にすべて中粒砂であり，このうちＢ２はやや細かくなっている．
　これに対して砂丘砂は細粒砂である．
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Fig. 5　底質分布図．（Ｄは細粒砂）
Medium　san d
station
　Ｃ．粒　度　分　布
　当海域の底質・海岸砂の特徴をTable 2 に示している．Ｍｄφ値はFig. 7のＡに示しているよ
うに，最大値はSt. 2の1.94で，最小値はSt. 10の2.60である. 1.7φI等値線が海岸線にほぼ平
行にあり，これは沖合にもみられる.1.8φ値は1.7φ値の両側に狭まれて，これもほぽ海岸線に平
行にある. 1.9φ値はSt. 2に目玉状に分布している．なお，この沖合では細粒砂となり, 2.0φ
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Fig. 6　津屋崎沖の底質分布図（満塩, 1965b).
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より大きな値となる．海岸線付近では1.9φおよび2.0φとなり，砂丘砂は2.0φより大きくなる．
　吋値は最大値はSt. 10の0.51であり，最小値はSt. 9の0.32となる.　これらはFig. 7.のＢ
に示されているように, 0.5φ等値線は当海域の北東部にある. 0.4φの等値線は北西部と中央部に
舌状に入っている．なお，この沖合では0.5φ以上となる（満塩, 1965b).
　αφ値は最大0.37 (St. 13)で，最小値はSt. 10の-0.11であり，平均値‘は0.42となる．この
値の平面分布はFig. 7のＣのようにかなり複難である．負の値を示すものは海岸線のすぐ沖と
さらに沖のほうにみられ，正の値をとるものは中央部および海岸砂・砂丘砂にもある．また，南西
端のSt. 3にもある．当域のさらに沖合ではａφ値は－0.1くらいの値になる（満塩, 1965 b)･
　次に含磯量はFig. 8のＡに示されている．含篠Ⅲの最大値はSt. 10の6.2％で，最小値は0.1
％であり，平均値は1.1%を示す(Table 2･）.5％線は当海域.の北東部にあり，他には0.5%線が主
要部をしめている．含砂量はほとんどすべて98％以上となり，最小値を示すのは北東部のSt. 10
である．なお，含泥量はほとんどなく，わずかにSt. 13に0.03％みられるのみであ,る．当海域の
さらに沖合では，含篠量はしだいに増加し，水深40m付近では約50％になる（満塩, 1965 b).
G rav e l，゜ぬ，
???????．?? ?
0　100 200300/77
Sandパ/。
???
0　100 200 300m
??
Fig. 8　含篠ｍ・含砂j1分布図，
　Mdφに対する（7φとαφの関係はFig. 9に示されている．底質や海岸線はいずれも１～２φ
間の狭い範囲に集中しており，師値は細粒のほうに小さくなり，分級がよくなる傾向を示す．砂
丘砂はさらに細粒で分級がよい．　αφ値は粗粒のほうに小さく，負となる傾向がある．これを当海
域の沖合の堆積物と比較すれば，津屋崎沖全般では粒径は麗質から細粒砂の多岐にわたって分布し
ているなかのごく一部に相当することになる（満塩, 1965 b).
　水深に対するMdφ値や含篠量などは，水深が浅すぎるために全く無関係である．
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　Ｄ．　底　棲　生　物
　当海域付近の底棲生物については，菊池(1965)が報告している．原索勤物のＫｕｓｙｒａ ｊａｂｏｎtｃａ
　（Ｏｋａ）ドロタマボヤは当域の北方におり，多毛類のＴｅｒｅｂｅｉＨｄｅｓ　フサゴカイは細粒の底質の所
に棲み，同様に当域の北方に分布している．貝類は当域の北方から外洋性示標種（波部, 1956)の
Ｎｕｃｕｌａ ｂａｕｌｉｄａ,　Ｌａｅｖｉｃａｒdiｕｍ ｕｎｄａtｏｐｉｃt。ｎ， Ｍtｃｒｏｃｉｒｃｅ ｄｉｌｅｃtａ， Pillｔｉｃｉｎａ（Ｓｉｉｄｌｏｒ伍a) ya-
ｒ}iahn.ｉｎａ.iを含む８種類が報告され，底質は細粒の所に分布している（満塩, 1965 b ）･
　当海域からはTable 3 に示すような貝類が採取され，海岸からもこれらの一部の種類か得られ
た．腹足類は14種類，斧足類は７種類であり，これらのなかには顕著な外洋性示標種はみられな
い．なお，津屋崎西海岸に打上げられた貝類のうちＧりｃｙｍｅｒiｓについて個体変異が統計的に検討
されている（速水ら, 1968)･
　また，当海域沖の底質中の底棲有孔虫は首藤(1965)により，浮遊性有孔虫は日高(1965)によ
って定量的に報告されている．しかし，当海域の底質からの報告はない．
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　Table 3　LiｓtｏｆＭｏｌｌｉりｃａｎＳｈｅｌｌｓ
Gastropoda
　　ＮｏｔｏａｃｍｅａｆｕｓｃｏｖiｒidiｓTeramachi
　　Ｍａｃｈｒochiｓｉｎａ■tｎａｃｈｒnchisｆｎａ(Dillwyn)
　　Ｔｅｇｕla（Chlciｒｎｓtｎ-ｎｉａ）liｓchkei(Tapparone･Canefri)
　　Ｔｅｇｕla（Ｃ hiｏｒｏｓtｍｎａ）ｒｕｓtｉｃａ(Gmelin)
　　ＡｍｅｌtｈｅａｃｎｎｉｃａSchumacher
　　Ｃｒゆidｕｌａｉｖalｓhi(Reeve)
　　Ｐｏりれｉｃｅｓｄｉｄｙｍａ(Reding)
　　Ｆtｃｔiｓｕbintｅｒｍｅｄｉｕｓ（d’Orbigny)
　　ＦｕｓinｕｓｐｅΓμｅ工1↓:s(A. Ａｄａｍs）
　　Ｈｅｍｉｆｕｓｕｓtｅｒｎａtａｎｕｓ(Gmelin)　　　　　　　　　，
　　Ｂａｂｙｌｏｎｉａｊ ｐｏｎｉｃａ(Reeve)
　　Ｐｙｒｅｎｅ･ｏａｒｉａｎｓ(Dunker)
　　Ｐｕｒｐtぽａ（Ｍａｎｃｉｎｅｌｌａ）ｄａでｉｇｅｒａ(Kuster)
　　OliｖｅｌｌａｊａｐｏｎｉｃａＰｉ】sbry
Pelecypoda
　　　Ｇりりｍｅｒiｓ ｖｅｓtitａ(Dunker)
　　　Ｄｅｃａtｏｑｅｃtｅｎｓtｒiatｕｓ(Schumacher)
　　　Ｐｅｃtｅｎｓｉｎｅｎｓiｓ(Sowerby)
　　　Ｖｅｎｅｒｉｃａｒｄｉａｆｅｒｒｕｇｉｎｏｓａ(Adams et Reeve)
　　　Ｍｅｒｅtｒia:ｌａｍａｒkii Deshayes
　　　Ａｖiｙｇｄａｌａｊａｐｏｎｉｃａ(Deshayes)
　　　ＳｏｌｅｎｄｉＴｊａｒｉｃａtｕｓ(Lischke)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV.お　わ　り　に
　津屋崎北方の水深８ｍ以浅の14個の底質や海岸砂３個および砂丘砂１個の分析結果では，底質お
よび海岸砂はすべて分級のよい中粒砂であり，砂丘砂のみが細粒砂である．このさらに沖合では
－20m以浅において中粒砂から細粒砂へと変化している．これは佐藤(1961)の浅海堆積物の粒度
型では1111一VIへの変化に相当するものであろう．
　当海域の堆積物の分布要因としては，現在の海水準に関係して堆積したものと考えられ，中粒砂
のみからなっているが，沖合では細粒砂となる．津屋崎町西岸沖で･は粗粒砂から細粒砂へと変化し
ている．なお，別にその２として述べる予定であるか，福岡市南西方の糸島半島野北沖では10m以
浅において津屋崎の場合とは反対に中粒砂から粗粒砂へと粗粒化している．このように環境の相異
による堆積物勿型は変化があるので，今後いろいろなヶ－スを調べなければならないだろう．
　極　浅　海　域　の　底　質．　そ　の　１　　（満塩）
－　　　　　　　-
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